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地学と切手

鱗鰍鑑蜘槻錨触魁幽雌嵐歯盈組曲盟嵐撞曲二巖

国際キンバレｰ岩会議配意切手

P.⑭.

1973年10月1目レソトから国際キンバレｰ岩会議記

念切手4種が発行された.レソトは南アフリカ共和国

によってとりかこまれている王国でありバスト族から

なる.キンバレｰ岩国際会議は1973年9月16目から

10月8目まで南アフリカ共和国とレソト王国で開かれた.

キンバレｰ岩はダイヤモンドの原岩として知られた岩

石であるか地下深所の上部マントルから一気に上って

来たと考えられその斑晶鉱物や捕獲岩は上部マントノレ

の有力な情報源である.会議は9月24目から28目ま

でケｰプタウン大学での講演と討論会で約90の論文が読

まれその前後に巡検が行なわれた.講演の内容は

a)キンバレｰ岩の貫入機構･鉱物学･岩石学と地球化

学b)マントル由来岩の鉱物学･岩石学と地球化学

C)高圧下における上部マントル構成鉱物の安定関係と

マグマの成因に大別される.上部マントルに対する

最新の知識の学会としてB0Y皿,McG鵬G0R,O'亘A趾,

W孤LIE,Y･D皿R等の著名な人達が集まった.日本か

ら参加したのは秋本俊一青木謙一郎諏訪兼位由

井信三清水孚遣氏らである.

10cはレソト王国内のキンバレｰ岩の所在地を表わす

地図カミ画かれている.カノレｰ系中にほぼ東西方向に

現在約250の岩体が発見されているがほとんど大規模

な開発は進んでい狂い.

15cはキンバレｰ岩の拡大図であ

る.一キンバレｰ岩は蛇紋石･方解

石の石基と撤櫨石･チタン鉱鉱･

輝石･金雲母･パイロｰプ柘榴石･

磁鉄鉱斑晶からなる超塩基性岩であ

りダイヤモンドが斑晶として極め

てまれに(1,000万分の1)含まれて

いるため薄片でみつかることは極

めて少匁いので絵となったことと思

われる.その化学組成はSiO｡が

非常に低く(35%前後)K･o/Na･o

比が高くA1.O｡が低い.また水

.繋簿灘鰹籔や炭酸ガスが10%近く含まれている.

鰯鰯その他にキル岩は捕獲岩1!

を含んでいる.

コのshiprOckなどと共通の産状を示している一

フリカのキンバレｰ岩は

ぼ1億年前の白亜紀の終り頃にジュラ紀までの地層をつ

らぬいて生成された2時期カミ知られている.現在では

二畳紀以上の地層とキンバレｰ岩のパイプは侵食されて

しまい古期岩類だけを貫いている様にみえる.しか

しキンバレｰ岩がジュラ紀までの地層を貫いたことは

捕獲岩の岩質を追求することによって確実に推定される.

ダイヤモンドや捕獲されているエクロジャイトの性質か

らダイヤモンドは地下190km以深のところで生成した

であろう.それが上昇して圧カガミ低下するとダイヤモ

ンドは融食されてしまう.融食されないためには地下

約100k血のところから地表近くまでを数時間の聞に上

昇しなければならない.この条件としては上昇する

マグマが途中でひっかかってマグマ溜を作らないこと

つまり造山帯ではなく安定大陸であることマグマ自体

が長く継続して速い速度で上ってくる流体であることを

必要としている.切手にはキンバレｰ岩のバイプカミ連

いスピｰドで上昇して来た流体で満たされていたこと

(キンバレｰ岩の10%近くの水と炭酸ガスはこの運動

の可能性を支持している)その後上部が浸食されたこ

とをよく表わしており地質現象をこれほど明瞭に画い

た切手は珍しい.

30cは

20cはキンバレｰ岩の産状を示す.

キンバレｰ岩は超塩基性岩ではある

が決して深成岩ではなくむしろ火

山岩と考えるべきでニュｰメキシ

南ア

12.5億～17.5億年前のとほ

ダイヤモンドの探鉱状況を示している.�


